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ABSTRACT
We offer a course called “Regional issues learned in Bingo” in collaboration with Fukuyama City 
for students at Fukuyama University since 2015. This course is in the form of PBL (Problem 
Based Learning) that focuses on local issues. This course is expected to enhance students’ ability 
to set tasks and apply knowledge, as well as enhance their communication skills. The theme of 
the course is to improve the image of the Ashida River, which flows through Fukuyama City. The 
image that the water of the Ashida River is dirty water has been established through 40 years of 
negative press. In this subject, many people declined from the initial registration. This is perhaps 
due to a perception that troublesome contents such as field work and group work would be 
involved. On the other hand, the satisfaction of the students who took the course was relatively 
high. In this lesson, providing early motivation, such as through a thorough explanation of the 
lecture, is considered necessary for students. In addition, we ultimately want students to 
continuously participate in the community-based projects; however, the students have not yet 
reached that point. In the future, it would be good for students to think of these kinds of projects, 



























地域の課題」は 2015 年度に 1 年生の後期科目として開講され 2019 年度で 5 回目が終了した。この科


















に、イメージアップ企画を考える授業を行なった（表 1、各年度の具体的内容の報告は 2015 年度〜












年度 グループ名 人数 企画テーマ 企画内容
2015



























































「備後に学ぶ地域の課題」についての登録者数は、表 1 に示すように各年度とも 10 名を切る程度
の人数（2015 年度 7 名、2016 年度 12 名、2017 年度 6 名、2018 年度 6 名、2019 度 6 名）で少人数
での授業となった。学生の履修動向を詳細に検討してみると初期登録時（4 月末頃の前期登録時点）
の受講希望者数は、初年度（2015 年度 7 名）を除き、概ね 30 名程度（2016 年度 33 名、2017 年度
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24 名、2018 年度 26 名、2019 度 27 名）であったが、前期終了頃〜後期開始前に学内の学生ポータル
システムを用いた履修要件の確認連絡（グループワーク、フィールドワークを実施すること）の後に















































































業」（平成 24-26 年）の中部地域の 7 大学で実施された取り組みにおいて最終成果をまとめられたも
のである。この中には、指導における失敗例（9 項目）、評価に対する失敗例（5 項目）、その他（カ
リキュラムや組織的取組など）の失敗例（7 項目）がそれぞれに対する対策についての考察も含めて
記載されている。この中の「指導 4. 社会人基礎力の向上が認められない」（pp. 13-14）に＜問題行動
＞として、「実際の業務で利用している企業の担当者を招聘して外部特別講師講義を行い、専門知識
の必要性や運用について話してもらっても、学生は興味を示さず、講義に集中しない。」という記述
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がある。「備後に学ぶ地域の課題」の初回の授業では、芦田川の現状について福山市環境保全課長に


















体を損ねる。」ことになる。これについては、本授業の 2018 年度、2019 年度には、松永はきもの資
料館を利用して、一般に公開した発表を行うこと８、９で、学生なりの最終成果達成への危機感や緊張
感を持たせることにはつながったと思われる。



























一方、2017 年度においては FM 福山に協力いただきラジオ番組で 2 人の受講生に授業の成果を紹
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